










[目的]Reye 症候群では血中の脂肪酸の異常高値や肝の脂肪変性などから脂質代謝異常の

存在が強く疑われる。一方、Reye 症候群とサリチル酸の関連が疫学的に有意であるとする

報告があり、サリチル酸の脂質代謝におよぼす影響については興味がもたれる。サリチル

酸の培養細胞に対する影響や肝ミトコンドリに対する影響についての報告は多いが、肝組

織全体に対する影響についての報告は少ない。そこで我々は、摘出灌流肝を用い、サリチ

ル酸の脂質代謝について検討を加えることにした。今回はオレイン酸を基質として、その

β酸化能をケトン体産生能から算定する予備的実験を行ったので報告する。 


